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はじめに
近年、出入国管理及び難民認定法の改正により、日本に在住する外国

籍の人々が増加し、それに伴い、日本の公立小中学校に在籍する日本

語指導が必要な外国人児童生徒の数も増加して・います。平成17年度

の調査（小学校3，235校、14，281人、中学校1，697校、5，076人）（注1）

によると、日本語指導が必要な外国人児童生徒数は小中高を合わせる

と2万人を越え、過去最多を記録しました。この9割以上が小・中学

校に在籍しています。また、外国人児童生徒を受け入れている学校数

は5，346校です。これは、平成3年度の調査（小学校1，437校、3，978人、

中学校536校、1，485人、合計5，463人）と比べると、児童生徒数は3・5

倍、学校数は2．5倍になっています。また母語は58言語と多岐にわたっ

ています。このように、外国人児童生徒や受け入れ学校は年々増加傾

向にあります。また、海外からの帰国児童生徒も毎年1万人を越えて

います。しかしながら、このような状況にもかかわらず、年少者に対

する日本語の指導法や教材に関してまだ十分な体制が整っているとは

言えません。しかし、今後も外国人児童生徒数が増加し、多様化する

背景を踏まえると、日本語指導のカリキュラムや教材の開発が重要で

あると言えます。

また、生活に必要となる日本語の指導は少なくとも約6ケ月程度を

要し、その後は教科学習も踏まえた日本語指導の必要性が出てきます。

平成17年度の文部科学省の報告によると、在籍期間が6ケ月未満の外

国人児童生徒の数は4，390人で、在籍期間が6ケ月以上3年未満の児童

生徒は9，508人となっています。このことは、教科学習についていくた

めの日本語指導の必要性を強く示していると思われます。また、帰国

児童生徒の場合も、日本の学年レベルの読み書き能力が備わっていな

いことがあり、帰国してから年度を遅らすなどの対応がとられるなど

の帰国後の負担が考えられます。特に、中学校では、教科の内容が小

学校よりも複雑かつ専門的になり、語彙も難しくなります。また教師

が授業中に説明する内容を理解する力や抽象度の高い内容を学習する

ための思考力、認知力も多く必要とされます。近年、子ども向けの教

材は開発が進められ始めてきましたが、その大部分が小学生、あるい

は「生活言語」の習得を対象とした日本語の初級教材です。教科の学

習に必要な日本語の習得を目指し、認知発達を促進するための教材は

ほとんど出版されていません。このような教材の限界もあり、現行の

指導法ではなかなか教科学習に必要な日本語の読み書き能力を身につ

けることは難しいと考えられます。そのため、「生活言語」と「教科

学習」の橋渡しとなるカリキュラムと教材が求められていると言えま

す。



本テキストは、以上に述べた事柄を背景にして、教科の学習に必要

となる日本語の習得を目的として開発した「JSL内容重視クロスカリキュ

ラム」（有本2004）（注2）をもとに作成しました。このカリキュラムは、

第二言語で教科の内容を学ぶイマージョン・プログラムの要素を取り

入れており、多様なバックグラウンドの外国人生徒を指導するカリキュ

ラムと　して柔軟性に富んでいます。また、各学校の学校目標や在籍す

る児童生徒のレベルやニーズに合わせて教師が適時に指導内容を選択

し、指導していく　ことも可能です。そして、公立中学校での教科指導

と結びつけるための日本語指導の方向性を設けることが可能となり、

教科学習のための日本語指導をより発展させることが可能になると考

えられます。

本テキストは公立中学校で実施した授業の事例をもとに、教材をわ

かりやすく　まとめました。このよ　うな教科学習に必要となる総合的な

日本語の習得を目指した教材を活用することで、外国人生徒や帰国生

徒が初級の日本語学習から教科学習へとスムーズに移行でき、認知的

発達段階に応じた思考力と総合的な日本語能力を発達させることがで

きることを期待します。このよ　うな教材を今後の公立中学校での日本

語指導の発展に役立てられれば幸いです。

2007年8月 有本昌代

（注1）

文部科学省　平成17年度

「日本語指導が必要な外国人児童生徒の受け入れ状況」www．mext．go．jp／

b＿menu／houdou／18／04／06042520／001／001，html＃hO3（2007年4月）

（注2）

有本昌代（2004）「公立中学校における日本語指導が必要な外国人生徒のための

『JSLカリ　キュラム』開発・実施・分析」　平成16年度　財団法人言語教育振

興財団研究助成金

有本昌代（2004）『公立中学校における外国人生徒のための「JSL内容重視クロ

スカリキュラム」の開発と実施』　神戸大学国際文化学会『国際文化学』第11

号



この本を使う方へ
1．テキストの対象者・目的

このテキストは、日本の公立中学校に在籍する外国人生徒や帰国生徒を対象に

作成したものです。特に、教科学習のために必要な日本語の習得を目的としたも
のです。

日本の学校に在籍する外国人児童生徒や帰国生徒は、日常会話で使う日本語が

習得できれば、その次には教科の学習が予定されています。この際、彼らは以下

のような問題に直面すると考えられます。

・教科書で使われる言葉が難しくて、理解できない。

・作文が上手に書けない。

・読み書き能力、特に漢字の力が日本の学校の学年レベルについていけない。

・授業時間だけではついていけないため、家に帰ってからも、勉強のサポートが

必要である。

・教科書の語嚢を調べるなど、通常の日本人生徒よりも勉強量が多くなり、負担

に感じることがある。

このように、初級レベルの日本語を終えた段階ではなかなか教科の学習につい

ていくことは難しいのが現状です。そのため、本テキストにおいては、教科学習

へ向けた日本語学習とともに教科の学習も取り入れた内容となっています。また、

トピックに関するさまざまな知識や技能を学ぶとともに、さまざまな活動を通し

て、学習言語としての日本語の能力を身につけていくことを目的としています。

テキストの目的として、以下の点をまとめます。

①教科の学習に必要な日本語の育成を目指し、教科学習に必要な語彙と基礎的な

教科の知識を身につける指導をします。

②さまざまな教材や活動を通し、生徒の認知発達を促進し、思考力を養います。

③身近な社会や世界的な問題などを扱うトピックが選定されているので、生徒の

国際的な視野を広げ、また自国の文化や異なる文化についての理解を深めること

ができます。

④物事を理解する能力、評価する力を養うことを目指します。

2．テキストの使用時期

本テキストの教材は、日本語の初級指導から通常の教科学習に必要とされる日

本語能力の習得への橋渡しとなる段階の日本語指導の教材です。図1に示されたよ

うに、初級のレベルを終了し、教科学習へ移行する際に使用するのが効果的です。



【第1段階】

【第2段階】

【段3段階】

日本 語 初 級

【移 行 期 】
日本 語 指 導 か ら

教 科 学 習 へ移 行 す るた め の段 階

通 常 学 級 で の 教 科 学 習

「JSL内容重視クロスカリキュ

ラム」の実施時期

「JSL内容重視クロスカリキュ

ラム」により、教科学習に必

要な語嚢や表現、思考力や理
牢力のサポートを行い、日本

語指導から教科学習への移行

をスムーズにします。

図1　「JSL内容重視クロスカリキュラム」の実施時期

3．テキストの特徴

①日本語学習のみに焦点をあてた指導ではなく、教科の・「内容」を重視したトピッ

ク型の教材です。

②「内容」を学ぶことをベースにし、複数の教科内容を総合的、横断的に融合し

ています。

③単なる言葉の授業ではなく、生徒の興味のあるテーマを扱うので興味や関心を

高めることができます。

④体験やプロセスを重視したさまざまな活動やプロジェクトを通し、四技能の日

本語能力に加え、自分で課題を見つけ、情報を収集、選択し、資料を整理、問題

解決を進める実践的態度・能力を育てることができます。

⑥実際的な活動やプロジェクトを通して、互いに関連した学習内容を扱うことで、

教科内容の理解を深めることができます。

⑦生徒が主体となって活動やプロジェクトに取り組むので、自然な文脈の中で総

合的な日本語でのコミュニケーション能力を習得する機会が与えられ、日本語学

習に対し積極的な態度を育成することができます。

4．テキストのトピックの選定

現在、公立中学校での日本語指導はさまざまな体制で行われており、国籍、年

齢、学年の異なる外国人生徒が同一クラスで日本語の学習を受けることが予想さ

れます。「JSL内容重視クロスカリキュラム」で扱われるトピックは、公立中学校

で使用される3年間の教科書（主要5教科）の内容をもとに、互いに関連のある分

野で構成されているので、中学1年生から中学3年生までの学年の異なる外国人生



徒が同一クラス内で学習することができます。

また、易しい内容から難しい内容へと積み上げていく文法中心シラバス（文型

中心の教材）ではないので、学習者のニーズや日本語能力レベル、学校の教科指

導の内容や進度等に合わせて日本語指導教員が適時指導順序や内容を柔軟に組み

合わせることができます。そのため、どのトピックから始めてもかまいません。

また、トピックシラバスで構成されているので、外国人生徒の入学時期がずれて

も個別の対応をとらず、途中からでも同一クラスでの日本語学習に参加させるこ

とができます。また、各トピックで読む、聞く、話す、書くの活動が構成されて

おり、四技能の発達を目指しています。

「JSL内容重視クロスカリキュラム」は、大きく4つのテーマ（Ⅰ環境問題編、

Ⅱ文化編、Ⅲ生活編、Ⅳ社会編）があります。本テキストにはその中の「社会編」

を取り上げ、それに関わるトピックを中心に日本語の学習と教科の知識や技能の

習得を目指しています。これらのトピックは、「クラスター（社会編）」（巻末

参照）に示したように、くもの巣状に互いに関連し合っています。その学習の中

で、互いのトピックの関連性を意識させ、理解を深めていきます。

5．このテキストを使う際の留意点

教材の効果を上げるために、以下の点に配慮していただければ、教材の効果が

上がると思われます。

（1）クラス形態

日本語指導をしている学校の体制は「センタ一校」や「取り出し授業」、放課

後の日本語指導など多様であることが予想されますが、「JSL内容重視クロスカリ

キュラム」は、日本語の初級段階を終了していれば、どのような体制においても

教科学習へ向けた段階で使用することができます。しかし、活動の段階ではペア■

ヮークやグループ・ワークなど集団での学習を取り入れるため、なるべく2人以

上のクラスで使用することが望ましいと言えます。クラス編成については、同研

究（有本2004）で開発したオーラル・テスト、プレースメシト・テスト、インタビュー

を行って決定します。

（2）指導内容

必ずしもすべてのトピックや教材を使用しなければならないというわけではな

く、学習者のニーズやレベル、学校での教科の進度等に合わせて日本語指導教員

らが適時、指導順序や指導機関、内容を柔軟に組み合わせ、決定することが望ま

しいと言えます。

本教材を使用する際、教師が中心となって、あるいはテキストを中心として指

導するのではなく、生徒の活動を中心に進めることが望ましいと言えます0　ここ

での教師の役割は、生徒の理解や学習活動をサポートするコーディネーターの役

目を果たします。



（3）各レベルの能力基準の設定

学校における日本語指導では少なくとも3つのレベルを想定する必要がありま

す。「レベル別能力基準」（巻末参照）にはそれぞれの段階での能力の基準を示

しました。この能力基準は、日本語能力試験など一般に示された日本語指導の

「初級」の能力を中学生用に編集し、また「教科学習」の能力としては「国語」

の能力のめやすについてまとめました。「移行期」の能力のめやすは「初級」と

「教科学習」の橋渡しとなる基準を設け、作成したものです。

（4）評価

中学1年生から中学3年生までの生徒が対象となること、また外国人生徒の母語

や日本語学習歴や家庭環境も異なるなど、多様なバックグラウンドの生徒を指導

することが予想されます。そのため、それぞれの生徒の発達の状況を評価する

「個人内評価」や「能力基準」に示された学習目標を達成できているかどうかと

いう「絶対評価」の観点から評価されなければなりません。しかし、「個人内評

価」あるいは「絶対評価」で評価されるということは、生徒個々の能力に応じて

評価できるということであり、多少日本語力に差がある場合でもある程度一緒に

指導できるという利点もあります。

6．本テキストの構成

本テキストで扱う教材の構成と主な指導の流れを以下にまとめます。各活動に

おいてどのような能力やスキルを養成するのかについて示します。

学習の流れ 留意点

1

＜導入 ＞
学習する トピックの内容に関連する質問です。 トピックに

知っていますか ？

（20分）

関連する資料、グラフ、画像、クイズなどを取上げ、生徒の

習知識を確かめ、動機付けを行います。

2

＜展開＞

リスニング

（25分）

トピックの内容に関連 したリスニング問題です。 1回目は

リスニングを通して、全体的な話の内容の聞き取りを行いま

す。2回目はリスニングのスクリプ トを見ながら、必要な言

葉を書き取ります。

3 読み物

扱うトピックの内容は、教科学習に関連する内容を取上げ、

読み物のレベルとしては、初級レベルから教科学習への橋渡

しとなる日本語文法と語嚢に配慮 しました。初級が終わった

段階で、本テキス トのような教科学習の傾向を取り入れた日

本語の読み物に触れることで、日本語の文章に慣れ、理解力、

読解力の土台を築くことができます。読み物をまず読み、速

読力の育成を目指します。その後、ゆっくり読み、読解力の

育成を目指します。



4
語嚢 ・表現 の学習

（30分）

それぞれの トピックにおいて、読み物の内容理解に必要な語

彙について取 り上げています。漢字の練習やことばのテス ト

を通して、語嚢の意味や使い方を学びます。

5
文 法学習

（90分）

トピックの内容をもとに作成 された文法問題で、文脈のあ

る場で総合的な日本語の応用的、総合的な文法力の育成を目

指します。文法の項目ごとに課が構成されているわけではな

いので、文脈の中で意味を考え、応用的、総合的な文法力を

高めることができます。文法問題を解く際は、テキストを見

て答えさせず、自分の力で答えさせることが望ましいです。

6

内容理解

内容読解

（90分）

トピック学習において関連する教科の基礎知識の定着と、

それをもとに長文の内容を理解し、考える力の育成を目指し

ます。教科学習で問われる形式にも配慮し、読解問題を作成

しています。読み物の読解力の育成 と基本的な問題の答え方

を学ぶことができます。内容理解では速読力の養成を目指し、

内容読解では精読力の養成を目指 します。

7
教科 関連学習

トピックの内容を教科学習へと関連、発展させ、学びます。

グラフを読んだり調べたりして、教科の知識を深めます。学

（90分） 習 した トピックの内容に関連 した教科学習を取上げることで、

教科知識の定着と教科学習への動機付けを目的としています。

8

トピックに関連 した

アクテ ィ ビテ ィ ・プ

ロジェク ト
（180分～240分）

「読み物」で得た知識 を実際的な活動やプロジェクトを通 し

て、主に聞く、話す、書くことを中心に統合的な日本語能力

を身につけることを目指します。様々なアクティビティを通

し、学習内容を活動を通し、アウトプットすることで知識の

定着を図ります。具体的な活動例としては、リサーチ、プレ

ゼンテーション、ディベー ト、アンケー ト、インタビュー、

作文などが挙げられます。

7．このテキストに関するQ＆A

Ql：この教材を使えば、中学校の教科内容を補えるのですか？

＞いいえ。この教材はあくまでも学習言語としての日本語の習得を目指すもので

す。日本語の能力を習得する際に、教科の内容も関連させて学習することを目指

していますが、教科学習の知識そのものの獲得のみを目的としているものではあ

りません。

Q2：この教材はすべて使わなければいけませんか？

＞いいえ。生徒のレベルと日本語能力に合わせて使用してください。また、必ず

しも決められた時間数で指導しなければならないというわけでもありません。生

徒のバックグラウンドは多様に富んでいると思われるので、指導されている日本

語指導の先生方に柔軟に対応していただき、指導内容と時間数を決めていただき

たいと思います。
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Q3：「文化編」以外にもテーマやトピックはありますか？

＞はい。他にも「環境問題編」「生活編」「社会編」のテーマがあります。これ

らのテーマに沿って、関連のあるトピックが構成されています。今回は「文化」

に焦点を当てた教材を作成しました。

Q4：漢字はどう扱えばいいですか？

＞このテキストでは、小学校3年生から中学生レベルの漢字にはルビをふってい

ます。小学校3年生までの漢字は、読み書きの両方を学習することが望ましいと

思われます。小学校4年生以上については、漢字圏の生徒には書く指導も取り入

れられればいいと思いますが、非漢字圏の生徒には漢字の習得は難しいので、そ

の場合は読んで意味を理解することができればいいとするなど、生徒の言語背景

に応じて対応していただければと思います。

8．「社会」関連重要キーワード

「社会」に関するテーマに共通して必要とされる重要キーワード36語を選定して

います。これらの語嚢は、「社会」に関するトピックを学習し、理解する上で重

要とされる語彙であり、中学教科書でも使用頻度の高い語嚢であるため、教科学

習において効果があると言えます。語嚢カルタなどを利用して、繰り返し学習し

て身につけましょう。

●生活基本語嚢 ：日常生活で必要となる語

☆教科共通語彙 ．・複数の教科で使用される語

★教科専門語彙 ：ある教科に専門的に使用される語

1．☆情報

2．☆伝達する

3．●実用的

4．☆普及する

5．☆利用する

6．☆災害

7．☆被害

8．☆地震

9．★対策

10．●発明

11．●防ぐ

12．★津波

13．☆予測

14．☆人口

15．☆人口密度

じょうほう

でんたっする

じつようてき

ふきゅうする

りようする

さいがい

ひがい

じしん

たいさく

はつめい

ふせぐ

つなみ

よそく

じんこう

じんこうみつど
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information

to communicate

practical

to spread

to use

disaster

damage

earthquake

plan，meaSure

invention

to prevent

tidal wave，tSunami

prediction

population

density of population



16．☆食糧不足

17．☆栄養

18．★貿易

19．☆輸入

20．☆輸出
21．☆天然資源

22．☆消費

23．☆経済

24．★支援

25．☆高齢化

26．☆少子化
27．☆平均寿命

28．☆政治

29．★法律

30．☆医療

31．●知識

32．☆戦争

33．☆国境

34．☆歴史

35．☆平和

36．★援助

しょく　りょうぶそく

えいよう

ぼうえき

ゆにゆう

ゆしゆっ

てんねんしげん

しょうひ

けいざい

しえん

こうれいか

しょうしか

へいきんじゆみょう

せいじ

はうりつ

いりょう

ちしき

せんそう

こっきょう

れきし

へいわ

えんじょ
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death of food

nutrition

trade

import

export

natural resource

COnSumption

eCOnOmy

SupPOrt

aging of population

falling birtrate

averagelife expectancy

politics

law

・medical care

knowledge

War

border

history

PeaCe

assistance


